
歳 入 の 状 況

市民１人当たりの市税負担額 １６２,５１７円
都市計画税

円

市たばこ税

円

軽自動車税

円

固定資産税

9,0575,33756364,631円

市 民 税

82,929円

市民税
105億5,722万3千円
固定資産税
82億2,779万2千円
軽自動車税
7,164万1千円
市たばこ税
6億7,938万1千円
都市計画税
11億5,301万7千円

市税
206億
　8,905万4千円
　　（59.8%）

国庫支出金
27億5,424万7千円
（8.0%）繰越金

26億8,453万8千円
（7.8%）

市債
25億1,337万1千円                
（7.3%）

県支出金
13億6,946万9千円                
（4.0%）

諸収入
10億3,751万円                
（3.0%）

地方消費税交付金
10億5万円                
（2.9%）

使用料及び手数料
7億3,092万7千円                
（2.1%）

分担金及び負担金
5億789万円                
（1.5%）

その他
12億8,580万9千円
（3.6%）

決算額
345億7,286万5千円

平成20年3月31日現在
人口　127,304人

歳
入
の
主
な
状
況

市
税
の
決
算
額
は
、
２０６
億
８
千
９０５

万
４
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
１４
億

９
千
７２０
万
４
千
円
（
７.８
㌫
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
税
制
改
正

に
よ
り
個
人
市
民
税
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

国
庫
支
出
金
の
決
算
額
は
、
２７
億

５
千
４２４
万
７
千
円
で
、
１８
年
度
に
比

べ
６
億
２
千
３５３
万
６
千
円
（
１８.５
㌫
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
朝

霞
駅
南
口
地
下
自
転
車
駐
車
場
の
建

設
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
補
助
金

の
減
少
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

繰
越
金
の
決
算
額
は
、
２６
億
８
千

４５３
万
８
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
５

億
１
千
３３２
万
５
千
円
（
２３.６
㌫
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

市
債
の
決
算
額
は
、
２５
億
１
千
３３７

万
１
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
１３
億

９
千
５０２
万
９
千
円
（
３５.７
㌫
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
朝
霞
駅
南

口
地
下
自
転
車
駐
車
場
の
建
設
が
１８

年
度
に
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

ま
す
。

県
支
出
金
の
決
算
額
は
、
１３
億
６

千
９４６
万
９
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ

２
億
８
千
３５２
万
１
千
円
（
２６.１
㌫
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
議

会
議
員
選
挙
の
執
行
に
係
る
委
託
金

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

諸
収
入
の
決
算
額
は
、
１０
億
３
千

７５１
万
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
６
千
１３１

万
５
千
円
（
５.６
㌫
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
保
育
園
受
託
事
業

収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
状
況

民
生
費
の
決
算
額
は
、
１１５
億
９
千

８２５
万
８
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
６

億
８
千
１０６
万
２
千
円
（
６.２
㌫
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金

が
増
え
た
こ
と
や
児
童
手
当
の
給
付

金
額
が
拡
大
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

ま
す
。

土
木
費
の
決
算
額
は
、
５２
億
７
千

４２３
万
３
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
８

億
４
千
１１２
万
７
千
円
（
１３.８
㌫
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
朝
霞
駅

南
口
地
下
自
転
車
駐
車
場
の
建
設
や

（
仮
称
）
根
岸
台
八
丁
目
公
園
用
地

の
購
入
が
１８
年
度
に
終
了
し
た
こ
と

平成１９年度一般会計決算概要

332277 億億 22,,667744 万万 66 千千円円のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
平成１９年度一般会計の歳入の決算額は、３４５億

７，２８６万５千円で、１８年度比１３億７，５３３万４千円（３．８

％）の減となりました。この主な要因は、市債と地

方譲与税などが減少したことによります。

歳出の決算額は、３２７億２，６７４万６千円で、１８年

度比５億３，６９１万６千円（１．６％）の減となりまし

た。この主な要因は、朝霞駅南口地下自転車駐車場

の建設や（仮称）根岸台八丁目公園用地の購入が１８

年度で終了したことなどによります。

問い合わせ／財政課 内線２３２３

�０４８―４６３―３１７９（直通）
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決算額
327億2,674万6千円

歳 出 の 状 況

民生費
115億　　　　　
9,825万8千円
（35.4%）

土木費　　
52億　　　　　
7,423万3千円
（16.1%）

市民１人当たりに使われたお金 ２５７,０７６円
その他

円

消防費

円

教育費

円

公債費

円

衛生費

円

総務費

円

民生費

円

土木費

4,42010,08620,31820,56432,50736,64441,43091,107
円

教育費
46億6,490万7千円
（14.3%）

総務費
41億3,823万5千円
（12.7%）

衛生費
26億1,795万8千円
（8.0%）

公債費
25億8,652万4千円
（7.9%）

消防費
12億8,395万7千円
（3.9%）

その他
5億6,267万4千円
（1.7%）

な
ど
に
よ
り
ま
す
。

教
育
費
の
決
算
額
は
、
４６
億
６
千

４９０
万
７
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
４

千
７２０
万
１
千
円
（
１.０
㌫
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
然
の
家
の

施
設
改
修
に
係
る
工
事
費
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

総
務
費
の
決
算
額
は
、
４１
億
３
千

８２３
万
５
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
５９１

万
７
千
円
（
０.１
㌫
）
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
県
議
会
議
員
選
挙

の
執
行
に
伴
う
増
加
な
ど
に
よ
り
ま

す
。衛

生
費
の
決
算
額
は
、
２６
億
１
千

７９５
万
８
千
円
で
、
１８
年
度
に
比
べ
６

億
２
千
２７５
万
２
千
円
（
１９.２
㌫
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
用
地
の
購

入
や
（
仮
称
）

朝
霞
駅
南
口
原

動
機
付
自
転
車

駐
車
場
の
建
設

が
１８
年
度
に
終

了
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
ま
す
。

公
債
費
の
決

算
額
は
、
２５
億

８
千
６５２
万
４
千

円
で
、
１８
年
度

に
比
べ
２
億
７

千
５７１
万
６
千
円

（
１１.９
㌫
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

対前
年比
％

１１０．６

１０２．７

９９．４

２１．９

１１８．４

歳出決算額

１０５億
３，１１５万４千円

１７億
８，６７９万４千円

５８億
７，１５５万５千円

１億
２，６５７万６千円

３４億
６，６５７万５千円

対前
年比
％

１１３．１

１０１．８

１０１．０

２１．９

１１４．０

歳入決算額

１０８億
９，３１６万１千円

１８億
７，７２６万６千円

６０億
５，６４１万４千円

１億
２，６５７万６千円

３７億
７，３９９万８千円

会計名

国 民 健 康
保 険

下水道事業

老 人 保 健

広沢土地区
画整理事業

介 護 保 険

歳出のうち、第４次総合振興計画基本構想
にかかわる主なもの （１万円未満切り捨て）
【自然と調和したゆとりある都市づくり】
○朝霞駅北口周辺地区整備事業 ５億７，１３９万円
○朝霞駅南口駅前広場等整備事業 ８億２，０７７万円
○花と緑のまちづくり事業 ４，０２３万円
○土地区画整理組合補助金（根岸台五丁目土地区画整理組合）２億４７０万円
○道路新設改良事業（改良工事９路線、舗装工事２路線、用地取得）３億１，４６５万円
○街路事業（緑ヶ丘通線、観音通線、駅西口富士見通線、岡通線の整備） ２，８４５万円
○泉橋耐震補強工事 ３３３万円
○花の木橋耐震補強工事 １，４５５万円
○内間木橋落橋防止対策設計 ２９４万円
○生け垣設置奨励補助金 ４８万円
○緑地用地の購入（代官水緑地用地、（仮称）根岸台八丁目緑地用地） ４億３，２６７万円
○公園の整備（（仮称）浜崎四丁目公園、（仮称）三原一丁目公園、（仮称）
宮戸四丁目公園、（仮称）根岸台七丁目公園、（仮称）根岸台八丁目公園）

１億１，１８６万円
【安全で快適な生活環境づくり】
○防災対策事業（洪水ハザードマップの策定、防災行政無線整備など） ２，６８１万円
○水質調査、大気調査 ２，０９２万円
○ダイオキシン類環境調査 ６７７万円
○粗大ごみ処理券の販売 ２７万円
○防犯対策の強化（防犯街頭キャンペーン、防犯パトロールの推進など） ２，４５６万円
○路上喫煙監視パトロールの充実・強化 ３７２万円
○生ごみ処理機器購入費補助 ８９万円
○地域リサイクル活動推進補助 ２，９５０万円
○放置自転車対策の充実・強化 ３，６５８万円
【みんなで支え合う健やかな社会づくり】
○次世代育成支援地域行動計画の推進 ２２万円
○（仮称）仲町保育園建設事業（工事） ３億３，１５７万円
○埼玉県後期高齢者医療広域連合負担事業 ３，５８７万円
○高齢者保健福祉計画の策定 ４１８万円
○地域包括支援センター業務の拡充 ５，５９９万円
○障害者自立支援制度の実施 ６億４，４９９万円
○自動体外式除細動器（AED）の全施設への設置 ４００万円
【豊かな心と人間性を育む人づくり】
○小学校低学年複数担任制の導入 ２，５３０万円
○国際理解教育の充実 ３，３０７万円
○さわやか相談員の配置（各中学校） ８１３万円
○小・中学校の施設改修工事（二小・二中の壁面緑化など） ２億４，６８３万円
○小学校の校舎増築工事（八小） ５，０２４万円
○耐震補強設計の実施（三小・六小・七小・八小・三中・四中の体育館） １，３７８万円
○耐震補強工事（一小・二小・五中の体育館、三中・四中の校舎） ２億７，１００万円
○第四小学校改築事業（工事） １億６，１２４万円
○第五小学校改築事業（地質調査、設計） ３，２６３万円
○あさか・パートナーシップ・カレッジ事業 ３４７万円
○放課後子ども教室の実施 ４９万円
○湧水「代官水」の保存整備 ３６７万円
○旧高橋家住宅保存整備事業（主屋保存修理、外構等整備） １億９，０５９万円
○総合体育館施設改修工事（空気調和設備、壁面緑化） ４６７万円
【まちの活力を生み出す産業づくり】
○「朝霞ブランド」の推進 １８１万円
○市民農園事業 １，１４０万円
○中小企業融資支援事業 ５，３００万円
○商工業振興支援事業 ２，１２２万円
○個人住宅リフォーム資金補助事業 ８６３万円
○起業家育成支援センターの開設 １８３万円
【ふれあいと連帯を広げる地域づくり】
○（仮称）膝折市民センター等建設事業 １，５９４万円
○町内会、自治会等への補助 １，３４１万円
○市民まつりへの助成 ２，１００万円
○市民活動支援ステーションの開所 ６２１万円
○男女平等推進行動計画に基づく諸施策の推進 １１８万円
【給付事業の引き上げなど】
○駐車場防犯照明設備設置補助金の創設 ４０万円
○鳴子踊り参加促進支援事業補助金の充実 １１０万円
○心身障害者地域デイケア事業費補助金の充実 ６，９９９万円
○児童手当の給付金額の拡大 ９億１，２５６万円
○児童扶養手当給付の拡大 ２億７，００９万円
○ＴＭＯ運営費補助金の充実 ４０万円

特別会計決算額

※パーセント表記のものについては、小数点以下第２位を四捨五
入しています。
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？市民サービスの経費はどれくらい市民サービスの経費はどれくらい市民サービスの経費はどれくらい
いくつか例を挙げてみました

保育園児
１人当たり１年間
１２７万４，１２８円

保育園の運営経費（１３億２，５０９万３千円）を年間延べ入
園児童者数（１万２，４８０人）で割り、その額をもとに年
間の経費を計算しました。

※保育士の人件費が含まれているため、小・中学生１人当
たり１年間にかかる経費よりも金額が大きくなっています
（小・中学校の先生にかかる人件費は県が負担しています）。

放置自転車撤去
１台当たり
１万９５０円

放置自転車撤去費用（３，６５８万４千円）を年間撤去台数
（３，３４１台）で割りました。

ごみ処理
１人当たり
１万３２７円

じんかい

塵芥処理費の決算額（１３億１，４６６万４千円）を人口（１２
万７，３０４人）で割りました。

道路改良
１メートル当たり
１３万８，２９０円

道路改良の経費（６，４７７万５千円）を整備延長（４６８．４ｍ）
で割りました。

歩道整備
１メートル当たり
５０万９，６４１円

歩道整備の経費（１億２，０７８万５千円）を整備延長
（２３７．０ｍ）で割りました。

小学生
１人当たり１年間
１０万４，１１２円

小学校費（学校建設費を除く）の決算額（７億７，９５９万
２千円）を学校基本調査人数（７，４８８人）で割りました。

中学生
１人当たり１年間
２０万６，５６４円

中学校費の決算額（６億３，７６６万４千円）を学校基本調
査人数（３，０８７人）で割りました。

児童生徒の学校給食
１人当たり１年間
９万３，０８１円

学校給食費の決算額（９億８，４３２万７千円）を学校給食
基本調査人数（１０，５７５人）で割りました。

図書館図書購入
１人当たり１年間
３１４円

図書館図書購入の決算額（４，００２万６千円）を人口（１２
万７，３０４人）で割りました。

公債費
１人当たり
２万７，２４８円

公債費（水道事業以外の特別会計を含む）の決算額（３４
億６，８７９万４千円）を人口（１２万７，３０４人）で割りました。

※公債費とは、借入金の返済経費をいいます。
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実 質 赤 字 比 率「 － 」（１２．２８％）

実質赤字比率は、一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財

政規模（一般財源の標準規模）に対する比率です。

連結実質赤字比率「 － 」（１７．２８％）

連結実質赤字比率は、全会計を対象とした実質赤字額（又は資

金不足額）の標準財政規模に対する比率です。

実質公債費比率 ４．２％ （２５．０％）

実質公債費比率は、一般会計等が負担する地方債の償還金等の

標準財政規模に対する比率です。

将 来 負 担 比 率 ５１．０％（３５０．０％）

将来負担比率は、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の

標準財政規模に対する比率です。

財政力指数 1.128

経常収支比率 85.8％

健全化判断比率

〈平成１９年度 決算に基づく指標〉

問い合わせ／財政課 内線２３２３ �０４８―４６３―３１７９（直通）

〔参考〕（ ）内の数値は朝霞市の
早期健全化基準を表してい
ます。また、実質赤字比率、
連結実質赤字比率について
は、赤字額がないため「－」
と表記しています。

〔参考〕平成１８年度は、財政力指数
の高い順（良い方）からみ
て、朝霞市は県内４０市中４
番目でした。

〔参考〕平成１８年度は、経常収支比
率の低い順（良い方）から
みて、朝霞市は県内４０市中
４番目でした。

健全化判断比率とは、「地方公共

団体の財政の健全化に関する法律」

に基づき、地方財政の早期の健全化

を図るために定められたあらたな指

標です。

財政力指数は、標準的な行政活動

を行うのにどれだけ自力で財源を調

達できるかを表した指標です。

経常収支比率は、財政構造の弾力

性を判断するための比率で、人件費

や扶助費（社会福祉のために支出さ

れるお金）などの経常的な経費に、

地方税などの経常的一般財源がどの

程度充当されているかをみる指標で

す。
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